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１．研究計画の概要 
水産資源を支える餌生物として、また、水

環境の状態をあらわす指標として、プランク
トンモニタリングがなされてきた。しかし、
光学顕微鏡観察だけでは、酷似する微生物を
正確に同定することは困難であり、湖沼生態
系において環境評価をするには客観的な分
析データが求められている。 
そこで、本研究では DNA の塩基配列の違

いを利用した分子分類によるモニタリング
方法を開発し、実際のモニタリングに利用す
ることを目指した。 

 
２．研究の進捗状況 

(1) 琵琶湖で優占しやすいプランクトンの
18SrDNA,（原核の場合は 16SrDNA）の塩
基配列を解読し、データベースへの登録を行
った。 

(2) 野外から採取したプランクトンサンプ
ルから DNA を抽出し、PCR-DGGE 法を用
いて、どのような微生物（プランクトン）が
湖水および湖泥から遺伝子を使って検出で
きるか調査した。 

(3) データベースを利用して、それらのプ
ランクトン種を特異的に検出できる PCR プ
ライマーを設計した。 
 (4) 野外のサンプル（琵琶湖および琵琶湖
と地理的に離れた湖沼で採取）を用いた検出
試験を行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
分子分類に必要な DNA データベースも年々
充実してきたため、予想以上に分子分類の精

度が良く、17種類について特異的検出が可能
なプライマーの設計ができた。 
しかし、理論的には検出できるはずが、実際
の野外サンプルを用いてみるとそうでない
場合がある。湖沼ではプランクトンが 1種で
存在するのではなく、混合であること、また
水質（泥が多いなど）によっては、阻害物質
が混入し、期待どおりに検出できないケース
もある。様々な工夫で克服できない場合は、
なぜ困難なのかをきちんと整理しておくこ
とが、この研究を遂行する意義であり、成果
になると思われる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
モニタリング手法の開発としては確立で
きたといえる段階まできたので、今後はさら
に検出できる種を増やしていくことと、水
質・生態系監視のため継続的にデータ取得す
ることである。 
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